










目的 

チック症は小児期にしばしばみられる不随意運動であるが,その本態については未だ十分

に解明されたとはいえない。多くのチック症は親子関係や学校内の環境から生ずる種々の

精神的ストレスによって誘発されるが,その経過は一過性で短期間に自然消失し,分布も顔

面や頸部に限局するものが多い。しかしチック症の中には慢性の経過をとるものや多発す

るものもみられる。慢性に経過するチック症のうち運動性チックに発語性チックを伴うも

のは特異な疾患群として分類され,Gilles de la Tourette 症候群(以下 GTS と略す。)と呼

ばれる。GTSはチック以外に脳波異常を示すなど中枢神経機能の異常を示すものが多く,特

にHaloperidolが奏効する症例があることからdopaminergic mechanismの異常が疑われて

いる。 

我々はチック症の本態を明らかにするために GTS の 2 例に対して睡眠ポリグラフ検査およ

び内分泌学的検査を行った。 


